
 

＜めぐろエコ・プラン ポケットブック＞

 
 

事業者等が自主的に環境保全に関する取組みを進めるにあたり、環境方針や目標を自ら設定し、

これらの達成に向けて取り組んでいくための仕組みを「環境マネジメントシステム」といいます。

本章では、目黒区の環境マネジメントシステムである「目黒区地球温暖化対策推進実行計画（め

ぐろエコ・プラン）」における２０１３ 平成２５ 年度の取組み実績と、取組みに対する評価につ

いて報告します。

区は、最も身近な自治体として、また区内における大規模な事業所

の１つとして、率先して地球温暖化対策に取り組んでいます。

２００９ 平成２１ 年４月には、それまで取り組んできた「ＩＳＯ

１４００１ 」と「新エコ・アクションプログラムめぐろⅡ 」を発展

的に解消し、区有施設のすべてを対象とした「目黒区地球温暖化対策

推進実行計画（めぐろエコ・プラン）」を策定しました。

この計画は、低炭素社会実現に向けた温室効果ガス排出量を削減す

るための総合的な仕組みであるとともに、循環型社会実現に向けた環

境負荷低減に資する取組みの推進を図るもので、「地球温暖化対策の推

進に関する法律」第２０条の３第１項に規定する「地方公共団体実行

計画」です。

                                                   
ＩＳＯ１４００１：環境に関する国際標準規格。

新エコ・アクションプログラムめぐろⅡ：２００６ 平成１８ 年 月に策定した目黒区独自の「地球温暖化対策推進地方公共団体実

行計画」。

第４章 目黒区環境マネジメントシステムの取組み

＜テーマ１＞

目黒区地球温暖化対策推進実行計画（めぐろエコ・プラン）
～低炭素社会実現に向けた目黒区率先行動計画～

目黒区

地球温暖化対策

地域推進計画 

めぐろエコ・プラン

 地球温暖化対策の推進に
関する法律（温対法）

環境方針

目黒区実施計画 

目黒区基本構想 

目黒区基本計画 

目黒区環境基本計画 
 

目黒区環境基本条例 

＜目黒区地球温暖化対策推進実行計画（めぐろエコ・プラン）の位置づけ＞

目黒区地球温暖化対策

推進実行計画

目黒区
みどりの基本計画 
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第４章　目黒区環境マネジメントシステムの取組み



 

＜めぐろエコ・プラン ポケットブック＞

 
 

事業者等が自主的に環境保全に関する取組みを進めるにあたり、環境方針や目標を自ら設定し、

これらの達成に向けて取り組んでいくための仕組みを「環境マネジメントシステム」といいます。

本章では、目黒区の環境マネジメントシステムである「目黒区地球温暖化対策推進実行計画（め

ぐろエコ・プラン）」における２０１３ 平成２５ 年度の取組み実績と、取組みに対する評価につ

いて報告します。

区は、最も身近な自治体として、また区内における大規模な事業所

の１つとして、率先して地球温暖化対策に取り組んでいます。

２００９ 平成２１ 年４月には、それまで取り組んできた「ＩＳＯ

１４００１ 」と「新エコ・アクションプログラムめぐろⅡ 」を発展

的に解消し、区有施設のすべてを対象とした「目黒区地球温暖化対策

推進実行計画（めぐろエコ・プラン）」を策定しました。

この計画は、低炭素社会実現に向けた温室効果ガス排出量を削減す

るための総合的な仕組みであるとともに、循環型社会実現に向けた環

境負荷低減に資する取組みの推進を図るもので、「地球温暖化対策の推

進に関する法律」第２０条の３第１項に規定する「地方公共団体実行

計画」です。

                                                   
ＩＳＯ１４００１：環境に関する国際標準規格。

新エコ・アクションプログラムめぐろⅡ：２００６ 平成１８ 年 月に策定した目黒区独自の「地球温暖化対策推進地方公共団体実

行計画」。

第４章 目黒区環境マネジメントシステムの取組み

＜テーマ１＞

目黒区地球温暖化対策推進実行計画（めぐろエコ・プラン）
～低炭素社会実現に向けた目黒区率先行動計画～

目黒区

地球温暖化対策

地域推進計画 

めぐろエコ・プラン

 地球温暖化対策の推進に
関する法律（温対法）

環境方針

目黒区実施計画 

目黒区基本構想 

目黒区基本計画 

目黒区環境基本計画 
 

目黒区環境基本条例 

＜目黒区地球温暖化対策推進実行計画（めぐろエコ・プラン）の位置づけ＞

目黒区地球温暖化対策

推進実行計画

目黒区
みどりの基本計画 

 

区有施設のすべてを対象として、低炭素社会実現に向けた総合的な温室効果ガスの削減と循環

型社会実現に向けたエネルギー使用量の削減やごみの減量等環境負荷の低減の取組みを進めま

した。

● 温室効果ガス（二酸化炭素）排出量の削減

■ 温室効果ガス（二酸化炭素）の排出状況

温室効果ガスの排出量は、２００５ 平成１７ 年度を基準とし、２０１３ 平成２５ 年度におい

て６％以上削減することを目標に掲げています。２０１３ 平成２５ 年度の総排出量は

１９ ４８３ｔ であり、対２０１２ 平成２４ 年度比で＋１ ２％、対基準年度比では

－９７％で目標を達成することができました。

排出源別に見ると、電気（６４７％）、次いで都市ガス（３０８％）となっており、上位２項

目で９５％を占めています。このことから、温室効果ガスの排出量の削減には、電気・ガスの使

用量を削減することが重要であるといえます。

「目黒区地球温暖化対策推進実行計画（めぐろエコ・プラン）」

［目 標］区の事務事業に伴い排出される温室効果ガスの排出量を、２００５ 平成１７ 年度を

基準として、目標年度の２０１３平成２５年度において６％以上削減します。

［期 間］２００９ 平成２１ 年度から２０１３ 平成２５ 年度までの５年間

［対象範囲］総合庁舎、庁外施設等を含めた区有施設のすべて

（ただし、区営住宅等個別の使用者が光熱水費を負担している施設は除く）

［取 組 み］・大規模施設における省エネルギー活動の推進

・小規模施設における事業特性を活かした省エネルギー活動の推進

・日常業務でのエコオフィス活動の推進

・省エネルギー機器の段階的導入

・新築、改築、改修時における省エネルギー・新エネルギー設備の導入

・低燃費車の導入

・温室効果ガス吸収作用の保全・創出

［管理対象］６種類の温室効果ガスのうち、総排出量の９５％以上（区の事務事業においては 
９８％）を占める二酸化炭素を対象としています。 
①二酸化炭素排出量等算定項目

・電気、都市ガス、化石燃料（ガソリン、灯油、軽油、重油、 等）

・水道（下水道）

②二酸化炭素排出量算定外項目

・ごみ排出量

・紙使用量

・グリーン購入

・省エネルギー機器の導入量

本計画では、 （計画）、 （実行）、 （評価）、

（見直し）の サイクルによるマネジメントシス

テムを活用し、組織的な進行管理と継続的改善を行います。

２０１３ 平成２５ 年度の取組み結果
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区分

２００５
平成１７
年度

（基準年）

２０１１
平成２３
年度

２０１２
平成２４
年度

２０１３
平成２５
年度

対基準年度比

総排出量 ２１５６６ １８８７９ １９２４８ １９４８３ －９７％

内
訳

電気 １３８８０ １１９７４ １２３８３ １２６０７ －９２％

都市ガス ６７２７ ６０４４ ６０３４ ５９９２ －１０９％

水道 １４５ １４６ １５０ １５５ ６９％

下水道 ３９８ ４０１ ４０８ ４１６ ４５％

化石燃料 ３９４ ２９６ ２５５ ２９３ －２５６％

その他 ２２ １９ １８ １９ －１３６％

＊ 化石燃料：ガソリン、 、 、軽油、灯油、重油など

＊ その他：自動車走行距離などから算出したメタンや一酸化二窒素を二酸化炭素に換算

＊ 各区分の数値は、四捨五入しているため、合計と異なることがある。算出にあっては、東京都地球温暖化対

策指針（２００５ 平成１７ 年４月１日）による排出係数を使用した。

 
 

区分

２００５
平成１７
年度

（基準年）

２０１１
平成２３
年度

２０１２
平成２４
年度

２０１３
平成２５
年度

対基準年度比

電 気（千 ） ３５９５８ ３１０２１ ３２０８１ ３２６６１ －９２％

都市ガス（千 ） ３１９１ ２８６７ ２８６２ ２８４２ －１０９％

水 道（千 ） ７６３ ７６８ ７９３ ８１６ ＋６９％

下 水 道（千 ） ７７８ ７８５ ７９９ ８１５ ＋４８％

ガソリン（千ℓ） ５５ ４４ ３８ ４８ －１２７％

＊ ガソリンは使用量ではなく購入量

＜二酸化炭素総排出量と内訳＞ （単位：ｔ ）

＜電気、都市ガス、水道、下水道、ガソリンの使用量内訳＞

二酸化炭素排出量の推移

基準年以降２０１０ 平成２２

年度までは、多少の増減はあるも

ののほぼ横ばいで推移していま

したが、震災後の節電対策等によ

り、２０１１ 平成２３ 年度には

前年度比で１５ ６％の減となり

ました。２０１３ 平成２５ 年度

は、基準年度比で９７％の削減で

目標の６％以上の削減は達成し

ました。 

トピックス

＜二酸化炭素排出量の推移＞
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区分

２００５
平成１７
年度

（基準年）

２０１１
平成２３
年度

２０１２
平成２４
年度

２０１３
平成２５
年度

対基準年度比

総排出量 ２１５６６ １８８７９ １９２４８ １９４８３ －９７％

内
訳

電気 １３８８０ １１９７４ １２３８３ １２６０７ －９２％

都市ガス ６７２７ ６０４４ ６０３４ ５９９２ －１０９％

水道 １４５ １４６ １５０ １５５ ６９％

下水道 ３９８ ４０１ ４０８ ４１６ ４５％

化石燃料 ３９４ ２９６ ２５５ ２９３ －２５６％

その他 ２２ １９ １８ １９ －１３６％

＊ 化石燃料：ガソリン、 、 、軽油、灯油、重油など

＊ その他：自動車走行距離などから算出したメタンや一酸化二窒素を二酸化炭素に換算

＊ 各区分の数値は、四捨五入しているため、合計と異なることがある。算出にあっては、東京都地球温暖化対

策指針（２００５ 平成１７ 年４月１日）による排出係数を使用した。

 
 

区分

２００５
平成１７
年度

（基準年）

２０１１
平成２３
年度

２０１２
平成２４
年度

２０１３
平成２５
年度

対基準年度比

電 気（千 ） ３５９５８ ３１０２１ ３２０８１ ３２６６１ －９２％

都市ガス（千 ） ３１９１ ２８６７ ２８６２ ２８４２ －１０９％

水 道（千 ） ７６３ ７６８ ７９３ ８１６ ＋６９％

下 水 道（千 ） ７７８ ７８５ ７９９ ８１５ ＋４８％

ガソリン（千ℓ） ５５ ４４ ３８ ４８ －１２７％

＊ ガソリンは使用量ではなく購入量

＜二酸化炭素総排出量と内訳＞ （単位：ｔ ）

＜電気、都市ガス、水道、下水道、ガソリンの使用量内訳＞

二酸化炭素排出量の推移

基準年以降２０１０ 平成２２

年度までは、多少の増減はあるも

ののほぼ横ばいで推移していま

したが、震災後の節電対策等によ

り、２０１１ 平成２３ 年度には

前年度比で１５ ６％の減となり

ました。２０１３ 平成２５ 年度

は、基準年度比で９７％の削減で

目標の６％以上の削減は達成し

ました。 

トピックス

＜二酸化炭素排出量の推移＞

 

■ 温室効果ガス削減に向けた取組み

◆ 新エネルギー・省エネルギー機器等の導入

２０１３ 平成２５ 年度も２０１２ 平成２４ 年度に引き続き、区有施設において、新築及び改

修時に省エネ性能の高い照明や空調機等の省エネルギー機器の導入等を行いました。

① 施設の新築・大規模改修

施設名 導入した新エネルギー・省エネルギー機器

区営中町一丁目アパート
高効率給湯器、節水器具、

建築：複層ガラス

② 施設の小規模改修における新エネルギー・省エネルギー機器の導入等

施設名 導入した新エネルギー・省エネルギー機器

中目黒スクエア トップランナー熱源機器

総合庁舎 トップランナーエアコン

油面住区センター 人感センサー、 、 誘導灯

中根住区センター
トップランナーエアコン、全熱交換器、人感センサー、 、

誘導灯

目黒区美術館

碑文谷体育館 トップランナー変圧器

かみよん工房 トップランナーエアコン

不動児童館 トップランナーエアコン、全熱交換器

八ヶ岳林間学園 トップランナーエアコン

中目黒小学校他 校職員室等

（油面小、向原小、上目黒小、

一中、三中、十中、十一中、

東山中）

げっこうはらこども園
トップランナーエアコン、全熱交換器、高効率給湯器、節水器

具、トップランナー変圧器、人感センサー、 、 誘導灯

東山地区センター

＊ は、ベース一体型、直管型、高天井用、ダウンライト、スポットライトを含みます。

◆ 緑化の推進

温室効果ガスの吸収作用の保全・創出を図るために、区施設の新築、改築時等に緑化を行いま

した。２０１３ 平成２５ 年度は、４施設に計１２１５ｍ 実施しました。

施設名 緑化形式 緑化面積

九品仏川緑道 樹木・草地緑化 ２３４ｍ

九品仏川緑道、呑川本流緑道 樹木・草地緑化 ３６７ｍ

区営中町一丁目アパート 樹木・草地緑化 ５２２ｍ

緑が丘駅前公衆便所 樹木・草地緑化 ９２ｍ

合 計 １２１５ｍ
＊ 緑化面積は、小数点以下四捨五入
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◆ 啓発等

職員を対象とした環境研修の実施（開催５回、参加人数６２５人）や啓発ポスターの作成・

掲示を行うことで、職員の意識啓発を図りました。また、エコオフィス活動や地球温暖化対策

の関連情報をわかりやすく提供する「めぐろエコ・プラン通信」を作成して、庁内メールで発

信しました。

● 環境負荷の低減に向けた取組み

■ ごみの排出量と紙の使用量

「ごみの排出量」と「紙の使用量」は、２００９ 平成２１ 年度から、計画年度中の前年度以

下に減らすことを目標としています。２０１３ 平成２５ 年度は、２０１２ 平成２４ 年度と比較

すると、ごみの排出量と紙の使用量は減少し、目標を達成することができました。

 

区 分
２０１０
平成２２
年度

２０１１
平成２３
年度

２０１２
平成２４
年度

２０１３
平成２５
年度

対前年度比

排出量 １１０８ １２１８ １２６８ １１７４ －７

内

訳

燃やすごみ ９３１ １０３１ １０７７ １００３ －７

燃やさないごみ １４４ １４９ １６６ １４８ －１１

資源 ３４ ３８ ２５ ２３ －８
 

 

区 分
２０１０
平成２２
年度

２０１１
平成２３
年度

２０１２
平成２４
年度

２０１３
平成２５
年度

対前年度比

用紙の購入量 ４１９７ ４５１７ ４４２９ ４２１７ －５

外注印刷物 ５１６７ ５２６７ ５２３２ ５２１１ ０

＊ 紙は ４サイズに換算しています。 

● 目黒区地球温暖化対策推進実行計画の改定

「目黒区地球温暖化対策推進実行計画（めぐろエコ・プラン）」は、計画期間が２０１３ 平成

２５ 年度末で満了することから、２０１４ 平成２６ 年度以降の温室効果ガス削減目標や具体的

取組みについて定め、区が暮らしに身近な基礎自治体として、また区内の大規模な事業所の一つ

として、具体的な行動を区民や事業者に示し、率先して低炭素社会・循環型社会実現の牽引役と

なっていくために、「目黒区地球温暖化対策推進第二次実行計画（めぐろエコ・プランⅡ）とし

て改定しました。

区民と学識経験者からなる第三者評価委員会が、めぐろエコ・プランの２０１３ 平成２５ 年度

取組み結果について評価しました。評価結果を踏まえ、今後も環境負荷の低減に努めていきます。

＜ごみの排出量＞

＜紙の使用量＞

（単位： ）

（単位：万枚）

２０１３（平成２５）年度の取組み結果に対する評価

（取組み全体に対する意見）

全般的には、温室効果ガス排出量削減とそれに向けた取組みは優れている。この取組

みを今後も継続し、温室効果ガス排出量を増加させないように努めていくことが大切で

ある。
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